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認知症の方とコミュニケーションを図る時、
介護者は単に言葉をかけるだけでなく、意識
的に顔の表情や声の調子、話し方、態度な
どあらゆるものを使った対応が求められます。
このため介護職は、「人格専門職」とも言わ
れています。

認知症の方は、認知機能の低下や認識
できる空間が狭くなるので、対応の中でも
相手の目と目を合わせる「アイコンタクト」が、
言葉抜きに生み出せるコミュニケーションとし
て、特に欠かせません。

介護職員がどんなに“やさしい言葉”を選ん
で認知症のご利用者に話しかけても、その人
の方をキチンと見ていなかったり、職員の
表情が険しかったりしたら、そのご利用者に
とっては、“やさしい言葉”とは受け取れません。

逆に「怒っているのでは︖」と判断し、介護
者が意図するものと違う意味で捉えてしまう
こともあるのです。

「アイコンタクト」は、コミュニケーション手段
の基本の１つとして、相手との関係を良好に
する突破口となる大切な役割を果たしてい
ます。

皆さんも一度、意識して目と目を合わせて
みてください、ゆっくりと微笑みかけながら。
やがて相手も笑顔で応じてくれることでしょう。
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第１回

文責︓施設長 山本 忠弘（認知症介護指導者・介護福祉士・介護支援専門員）

アイコンタクト ～目は口ほどにモノを言う～


